最新情報：脳に影響を及ぼすフッ素の作用が明らかに…（その１）
成　田　憲　一　（新潟市・歯科医師）

1995年「マゥレニクス博士は、フッ素がラットの行動に及ぼす研究を公表する際に、過酷な政治的圧力に堪えなければならなかった。その研究で博士は、フッ素が脳のなかで濃縮され、ラットが出生前にフッ素に曝露されると活動過多を特徴とする行動を示し、生後の投与では活動過少（カウチポテト）［訳注：ソファーに座ってスナック菓子をボリボリ食べながらテレビばかり見ているような状態をいう］になった」（「フッ素信仰はこのままでよいのか」村上徹・訳p.53）。
同博士の研究は、妊娠中の母ラットにフッ素を与えた結果、生まれて来た仔がＡＤＨＤ（注意欠陥／多動性障害）を生じ、一方、生後にフッ素を与えたラットは無気力な行動を示した、というものです。

今回の国際フッ素学会雑誌（フロライド）では、マゥレニクス博士の動物実験を、疫学調査で確認された研究報告が掲載されています。中国疫学会報2004 Sep;23(5):463-5「新生児の知能の発育に与える高フッ素濃度の影響」大慶中国です。
その研究の要約は、次のようなものです。
中国黒龍江省の５つの病院の産婦人科部門で、2002年12月から2003年１月まで間に生まれた91人の正常な新生児が無作為に選択され、新生児たちは、妊婦の飲料水中のフッ素濃度に基づき２グループ ( 高濃度フッ素グループと対照グループ) に分けられました。そして神経行動能力テスト（ＮＢＮＡ）が実施されました。
その結果、「フッ素中毒地区の新生児の神経行動調査スコア、及び新生児行動スコアに対照グループと比べて有意差があった。フッ素が神経発育に有毒であるということ、そして妊娠中の過剰なフッ素摂取は、新生児の神経行動学的な発達に関して副作用を引き起こすという結論が下せる。」
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＊神経行動能力テスト（ＮＢＮＡ）とは、新生児の行動能力、受動的筋肉伸張、反応的筋肉伸張、基礎的反射、全身的反射を調べたもの。
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Graph1-p117-Table1
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高フッ素地区(2.1-4.0mg/L)

低フッ素地区(0.1-0.2mg/L)

正常地区(0.5-1.0mg/L)

知能ランク

(％)

飲料水フッ素濃度と受験者の知能ランク
Fluoride Vol.41 No.2 p117 Table1
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		FLUORIDE Vol.41 No.2 p115

		p117 Table1

		受験者の知能ランク ジュケンシャチノウ

						高フッ素地区(2.1-4.0mg/L) タカソチク		高フッ素地区(2.1-4.0mg/L) タカソチク		低フッ素地区(0.1-0.2mg/L) テイソチク		低フッ素地区(0.1-0.2mg/L) テイソチク		正常地区(0.5-1.0mg/L) セイジョウチク		正常地区(0.5-1.0mg/L) セイジョウチク

				知能ランク チノウ		人数 ニンズウ		％		人数 ニンズ		％		人数 ニンズ		％

				ランク１		1		0.71		0		0		2		1.26

				ランク２		3		2.13		6		4.08		9		5.66

				ランク３		30		21.28		34		23.13		81		50.94

				ランク４		53		37.59		67		45.58		46		28.93

				ランク５		54		38.3		40		27.21		21		14.21

				合計 ゴウケイ		141		100		147		100		159		100

				Fluoride Vol.41 p117 Table1

				受験者の知能ランク ジュケンシャチノウ

				知能ランク チノウ		高フッ素地区(2.1-4.0mg/L) タカソチク		低フッ素地区(0.1-0.2mg/L) テイソチク		正常地区(0.5-1.0mg/L) セイジョウチク

				ランク１		0.71		0		1.26

				ランク２		2.13		4.08		5.66

				ランク３		21.28		23.13		50.94

				ランク４		37.59		45.58		28.93

				ランク５		38.3		27.21		14.21

				合計 ゴウケイ		100		100		100

				知能ランク チノウ		高フッ素地区(2.1-4.0mg/L) タカソチク		低フッ素地区(0.1-0.2mg/L) テイソチク				正常地区(0.5-1.0mg/L) セイジョウチク

				ランク１		1		0		2

				ランク２		3		6		9

				ランク３		30		34		81

				ランク４		53		67		46

				ランク５		54		40		21

						141		147		159





Graph2-FluorideVol.41-No.2-p121

		IQ		IQ



フッ素症病区（4.55mg/L）

対照地区（0.89mg/L）

地区

知能指数（IQ)

7-14歳の児童のフッ素称病区と対照地区の知能指数（IQ）の比較‐中国山西省
Fluoride Vol.41 No.2 P121 Table1

100.24

104.03



Graph7-Flupride41-No20p145

		高フッ素地区(3.15mg/L)

		低フッ素地区(0.37mg/L)



知能指数（IQ)

地区

知能指数（IQ)

高フッ素濃度地区に住む子供の知能指数（IQ)に関する報告
中国天津Fluoride Vol.41 No.2 p145 Table3

92.27

103.05



Graph4 fluoride 41(2)p130

		対照		対照

		1mgF/L		1mgF/L

		5mgF/L		5mgF/L

		25ｍmgF/L		25ｍmgF/L

		生後投与25mgF/L		生後投与25mgF/L



オスラット

メスラット

フッ素濃度グループ

反応時間

飲料水フッ素濃度とラットの痛みへの反応時間
Fluoride Vol.41(2):p130 Table1

2.43

2.14

2
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3.01
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Graph4-Fluoride41(2)p136 Table3

		α1-receptor density(fmol/mg pr)		α1-receptor density(fmol/mg pr)

		Receptor-ligament disassociation constant(nmol/L)		Receptor-ligament disassociation constant(nmol/L)



非フッ素症地区

フッ素症地区

神経細胞接合部

濃度

フッ素症地区の母親の胎児の脳の神経細胞接合部の変化
Fluorode41(2)p.136 Table3

15.83

0.043

73.57

8.84



Grap5-fluo41(2)p135table1

		尿　μgF/mL
妊婦		尿　μgF/mL
妊婦

		血漿　μgF/mL
妊婦		血漿　μgF/mL
妊婦

		骨　μgF/g
胎児		骨　μgF/g
胎児

		脳　μgF/g
胎児		脳　μgF/g
胎児



非フッ素症地区

フッ素症地区

フッ素濃度

妊婦の尿、血漿と胎児の骨、脳のフッ素濃度　
Fluoride41(2)p135 Table1

1.67

4.32

0.41

0.55

2.5

2.87

1.23

1.65



Graph5-fluoride41(2)p136Table2

		Norepinephrine(mg/g)		Norepinephrine(mg/g)

		Epinephrine(mg/g)		Epinephrine(mg/g)

		Dopamine(ng/g)		Dopamine(ng/g)

		3,4dihydrobenzoicacid(ng/g)		3,4dihydrobenzoicacid(ng/g)

		5-hydroxyindoleacetic acid		5-hydroxyindoleacetic acid



非フッ素症地区

フッ素症地区

神経伝達物質

フッ素濃度

胎児の脳組織のモノアミン神経伝達の濃度
Fluoride41（2）p136 Table2

92.92

32.81

17.44

21.84

5.28

7.34

8.01

10.34

37.53

31.28



Graph6-Fluoride41(2)p.141Table1

		対照（０mg/L）		対照（０mg/L）

		低フッ素（１mg/L）		低フッ素（１mg/L）

		中等度フッ素（５mg/L）		中等度フッ素（５mg/L）

		高フッ素（１０mg/L）		高フッ素（１０mg/L）



逃避行動の学習時間

24時間後の記憶保持率（％）

(%)

飲料水フッ化ナトリウム濃度（mg/L）

フッ素中毒がマウスの識別学習と記憶に与える影響
Fluoride41(2) p.141 Table1

43.1

71.8

61.1

70

63.2

70

77.9

70



Graph6-Fluoride41(2)P142Table2

		Active zone length(nm)		Active zone length(nm)

		Synaptic cleft width(nm)		Synaptic cleft width(nm)

		Post-synaptic density(nm)		Post-synaptic density(nm)



control

High fluoride

ナノメーター(nm)

マウスの海馬CA3エリアの神経細胞接合部の構造
Fluoride41(2)p.142Table2

315.84

278.27

15.68

17.16

55.57

39.56



Graph6-2Flo41(2)p142Table2

		control

		High fluoride



Curvature

Group

湾曲

マウスの海馬のCA3エリアの構造：湾曲Curvature
Fluoride41(2)p142Table2

1.19

1.17
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		7-14歳のフッ素病区と対照地区の知能指数（IQ）の比較　Fluoride Vol.41 No.2 p121 Table1 サイソビョウクタイショウチクチノウシスウヒカク

		7-14歳のフッ素病区と対照地区の知能指数（IQ）の比較　Fluoride Vol.41 No.2 p121 Table1 サイソビョウクタイショウチクチノウシスウヒカク

								平均IQ±標準偏差 ヘイキンヒョウジュンヘンサ

				人数 ニンズウ		IQ範囲 ハンイ		男子 ダンシ		女子 ジョシ		男女 ダンジョ

		フッ素症病区（4.55mg/L） ソショウビョウク		320		50-137		100.43±13.58		100.01±14.58		100.24±14.52

		対照地区（0.89mg/L） タイショウチク		320		77-146		104.73±15.31		104.45±14.47		104.03±14.98

				人数 ニンズウ		IQ範囲 ハンイ		男子 ダンシ		女子 ジョシ		男女 ダンジョ

		フッ素症病区（4.55mg/L） ソショウビョウク		320		50-137		100.43		100.01		100.24

		対照地区（0.89mg/L） タイショウチク		320		77-146		104.73		104.45		104.03

				IQ

		フッ素症病区（4.55mg/L） ソショウビョウク		100.24

		対照地区（0.89mg/L） タイショウチク		104.03

		高フッ素濃度の飲料水地域に住む子供の知的能力の報告　Fluoride Vol.41 No2 p145 Table3 タカソノウドインリョウスイチイキスコドモチテキノウリョクホウコク

		地区 チク		知能指数（IQ) チノウシスウ

		高フッ素地区(3.15mg/L) タカソチク		92.27

		低フッ素地区(0.37mg/L) テイソチク		103.05

		地区 チク		知能指数（IQ) チノウシスウ

		高フッ素地区(3.15mg/L) タカソチク		92.27

		低フッ素地区(0.37mg/L) テイソチク		103.05

		R No.4 痛みへの反応時間　生後４５日目 Table 1 イタハンノウジカンセイゴニチメ

		性別 セイベツ		対照グループ タイショウ		1mgF/Lグループ		5mgF/Lグループ		25ｍmgF/Lグループ		生後投与25mgF/Lグループ セイゴトウヨ

		オスラット		2.43		2		1.94		3.01		2.56

		メスラット		2.14		1.67		1.8		2.82		2.4

		性別 セイベツ		対照 タイショウ		1mgF/L		5mgF/L		25ｍmgF/L		生後投与25mgF/L セイゴトウヨ

		オスラット		2.43		2		1.94		3.01		2.56

		メスラット		2.14		1.67		1.8		2.82		2.4

		Table1　妊婦の尿と血漿中のフッ素濃度、胎児の骨と脳のフッ素濃度 ニンプニョウケッショウナカfcタイジホネノウfc

		Fluoride41(2）p136　Table3

		Table1　妊婦の尿と血漿中のフッ素濃度、胎児の骨と脳のフッ素濃度 ニンプニョウケッショウナカfcタイジホネノウfc

				妊婦 ニンプ		妊婦 ニンプ		胎児 タイジ		胎児 タイジ

				尿　μgF/mL ニョウ		血漿　μgF/mL ケッショウ		骨　μgF/g ホネ		脳　μgF/g ノウ

		非フッ素症地区 ヒソショウチク		1.67		0.41		2.5		1.23

		フッ素症地区 ソショウチク		4.32		0.55		2.87		1.65

		Table 2

		胎児の脳組織中のモノアミン神経伝達物質の濃度 タイジノウソシキナカシンケイデンタツブッシツノウド

		Fluoride41(2）p136　Table3

				Norepinephrine(mg/g)		Epinephrine(mg/g)		Dopamine(ng/g)		3,4dihydrobenzoicacid(ng/g)		5-hydroxytryptamine		5-hydroxyindoleacetic acid

		非フッ素症地区 ヒソショウチク		92.92		17.44		5.28		8.01		450.6		37.53

		フッ素症地区 ソショウチク		32.81		21.84		7.34		10.34		123.34		31.28

				Norepinephrine(mg/g)		Epinephrine(mg/g)		Dopamine(ng/g)		3,4dihydrobenzoicacid(ng/g)		5-hydroxyindoleacetic acid

		非フッ素症地区 ヒソショウチク		92.92		17.44		5.28		8.01		37.53

		フッ素症地区 ソショウチク		32.81		21.84		7.34		10.34		31.28

		胞神経細胞接合部（シナップス）の密度と被害定数 サイボウミツドヒガイジョウスウ

		Fluoride41(2）p136　Table3

				α1-receptor density(fmol/mg pr)		Receptor-ligament disassociation constant(nmol/L)

		非フッ素症地区 ヒソショウチク		15.83		73.57

		フッ素症地区 ソショウチク		0.043		8.84

		研究NO.６ ケンキュウ

		フッ素中毒が識別学習と記憶に与える影響 ソチュウドクシキベツガクシュウキオクアタエイキョウ

		Fluoride41(2)p141 Table1

		飲料水のフッ化ナトリウム濃度mg/L インリョウスイナノウド		逃避行動の学習時間 トウヒコウドウガクシュウジカン		24時間後の記憶保持率（％） ジカンゴキオクホジリツ

		対照（０mg/L） タイショウ		43.1		71.8

		低フッ素（１mg/L） テイソ		61.1		70

		中等度フッ素（５mg/L） チュウトウドソ		63.2		70

		高フッ素（１０mg/L） コウソ		77.9		70

		Fluoride41(2)p142Table2

		Table2.Synaptic structure of the CA3 area of the hippocampuses in the mice

		Group		Active zone length(nm)		Synaptic cleft width(nm)		Post-synaptic density(nm)

		control		315.84		15.68		55.57

		High fluoride		278.27		17.16		39.56

		Group		Curvature

		control		1.19

		High fluoride		1.17

		Group		Active zone length(nm)		Curvature		Synaptic cleft width(nm)		Post-synaptic density(nm)

		control		315.84		1.19		15.68		55.57

		High fluoride		278.27		1.17		17.16		39.56





Graph3-Fluoride-Vol.41 No.2 P12

		7-9歳		7-9歳

		10－11歳		10－11歳

		12-13歳		12-13歳



フッ素症病区（0.1483mg/L）

対照地区(0.1044mg/L)

年齢

知能指数（IQ)

フッ素汚染による血漿中フッ素濃度と知能指数（IQ）との関係-中国湖南省　
Fluoride Vol.41 No.2 P126 Table1

77.3

83.95

76.73

81.15

76.1

78.75



Graph7-fluoride41(2)p145Table3

		高フッ素地域4.99mg/L

		低フッ素地域1.43mg/L



知能指数（IQ)

IQ

飲料水フッ素濃度と知能指数（IQ)
Fluoride41(2)p.145 Table3

92.27

103.05



Graph8-fluoride41(2)p150Table2

		対照マウス

		100mg/L

		50mg/L

		10mg/L



脳組織内コリンエステラーゼ活性ChE（U/g）

飲料水フッ素濃度

ChE

フッ素の毒性により脳組織が損傷されるとコリンエステラーゼ活性は増加する
飲料水フッ素濃度と脳組織内コリンエステラーゼ活性ChE（U/g）
Fluoride　４１（２）　p150　Table.3

220.98

293.17

251.8

268



Graph9-fluoride41(2)p154Table2

		長期（5年以上）曝露

		短期（5年以下）曝露

		対照グループ



NCTB指数

曝露期間

NCTB指数

職業フッ素曝露労働者の曝露期間とNCTB指数
Fluoride 41(2) p.154 Table2

48.57

48.35

51.89



Graph10-fluoride41(2)p158Table2

		対照0.5-1.0mg/L

		高フッ素 >1.0mg/L

		高フッ素、高ヨウ素 >300μm/L

		高フッ素、低ヨウ素 <10μg/L

		低フッ素 <0.6mg/L



知能指数’IQ)

知能指数（IQ)

飲料水フッ素濃度とヨウ素濃度と知能指数(IQ)
Fluoride 41(2)p.158 Table2

82.79

80.68

79.39

68.38

75.53



Graph11-fluoride41(2)p162Table1

		フッ素症病区

		対照地区



平均知能指数（IQ)

地区

IQ

フッ素症病区（0.61mg/L）と対照地区（0.22mg/L）の
平均知能指数（IQ)の比較
Fluoride 41(2)p162 Table1

92.07

93.78



Graph11-fluoride41(2)p163Table3

		歯フッ素症有り

		歯フッ素症無し



平均IQ

知能指数（IQ)

フッ素中毒症病区(推計フッ素濃度0.61mg/L)での歯フッ素症の
有る子供と無い子供の知能指数（IQ)の比較
Fluoride 41(2) p.163 Table3

88.67

96.79



Graph12-Fluoride41(2)p167Table2

		高フッ素1.7-6.0mg/L

		対照0.5-1.0mg/L



NBNA指数

NBNA指数

高フッ素地区と対照地区の新生児の神経行動能力テスト(NBNA)指数の比較
Fluoride 41(2) p.167 Table2

36.48

38.28



Graph12-fluoride41(2)p167Table3

		高フッ素1.7-6.0mg/L

		対照0.5-1.0mg/L



新生児の神経行動科学的潜在能力指数

神経行動能力指数

新生児の神経行動科学的潜在能力指数
Fluoride 41(2) P.167 Table3

10.05

11.34



Graph9SF-UF-control

		長期曝露		長期曝露

		短期曝露		短期曝露
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血漿フッ素濃度（mg/L）

尿中フッ素濃度（mg/L）

グループ

フッ素濃度（mg/L）

フッ素曝露期間（長期：5年以上、短期：5年以下）グル－プと対照グループの血漿、尿中フッ素濃度
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Sheet3

		Fluoride Vol.41 No.2 p125 RNo3												Fluoride Vol.41 No.2 p154 R－No９

														職業上フッ素曝露による精神神経活動検査セット ショクギョウジョウソバクロセイシンシンケイカツドウケンサ

		石炭燃焼によるフッ素症病区の7‐13歳の児童のIQ調査 セキタンネンショウソショウビョウククサイジドウチョウサ

														長期（5年以上）曝露 チョウキネンイジョウバクロ		短期（5年以下）曝露 タンキネンイカバクロ		対照グループ タイショウ

												NCTB指数 シスウ		48.57		48.35		51.89

		血漿中フッ素濃度とIQとの関係 ケッショウナカソノウドカンケイ

		血漿中フッ素濃度と知能指数（IQ）との関係 ケッショウナカソノウドチノウシスウカンケイ												長期曝露 チョウキバクロ		短期曝露 タンキバクロ		対照グループ タイショウ

		年齢 ネンレイ		フッ素症病区（0.1483mg/L） ソショウビョウク		対照地区(0.1044mg/L) タイショウチク						血漿フッ素濃度（mg/L） ケッショウソノウド		0.074		0.066		0.035

		7-9歳 サイ		77.3		83.95						尿中フッ素濃度（mg/L） ニョウナカソノウド		0.994		1.012		0.687

		10－11歳 サイ		76.73		81.15

		12-13歳 サイ		76.1		78.75

		Fluoride 41(2) p145 Table3

														Fluoride Vol.41 No.2 p158  R－No10

		飲料水フッ素濃度と平均知能指数 dfヘイキンチノウシスウ														知能指数’IQ) チノウシスウ

				知能指数（IQ) チノウシスウ										対照0.5-1.0mg/L タイショウ		82.79

		高フッ素地域4.99mg/L コウソチイキ		92.27										高フッ素 >1.0mg/L コウソ		80.68

		低フッ素地域1.43mg/L テイソチイキ		103.05										高フッ素、高ヨウ素 >300μm/L コウソコウソ		79.39

														高フッ素、低ヨウ素 <10μg/L コウソテイ		68.38

														低フッ素 <0.6mg/L テイソ		75.53

		Fluoride41(2)p150 Table3

				脳組織内コリンエステラーゼ活性ChE（U/g） ノウソシキナイカッセイ										フッ素症病区と対照地区との知能指数（IQ)の比較 ソショウビョウククタイショウチクチノウシスウヒカク		平均知能指数（IQ) ヘイキンチノウシスウ

		対照マウス タイショウ		220.98										フッ素症病区 ソショウビョウクク		92.07

		100mg/L		293.17										対照地区 タイショウチク		93.78

		50mg/L		251.8

		10mg/L		268										フッ素症地域での歯フッ素症のある子供と無い子供の知能指数の比較 ソショウチイキdfコドモナコドモチノウシスウヒカク

																平均IQ ヘイキン

														歯フッ素症有り dfア		88.67

														歯フッ素症無し dfナ		96.79

														Fluoride Vol.41 No.2 p167  R－No12

														高フッ素グループと対照グループの新生児の知能検査（NBNA）指数の比較 コウソタイショウシンセイジチノウケンサシスウヒカク

																NBNA指数 シスウ

														高フッ素1.7-6.0mg/L コウソ		36.48

														対照0.5-1.0mg/L タイショウ		38.28

																新生児の神経行動科学的潜在能力指数 シンセイジシンケイコウドウカガクテキセンザイノウリョクシスウ

														高フッ素1.7-6.0mg/L コウソ		10.05

														対照0.5-1.0mg/L タイショウ		11.34






